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政策

施策

基本事業

事務事業
コード

汚水管渠整備事業

都市整備部
下水道課

衛生的で快適な下水道の整備

03

汚水管の整備促進01

実施
計画34-0101

対象（誰、何に対して事業を行うのか） 手段（事務事業の内容、やり方、手順）

意図

市民（事業計画区域内の居住する人）

【都市計画マスタープラン掲載重点事業】　
　家庭や企業から排出される汚水・雑排水を道路等の地下に埋設する管渠に接続
し、市内に２箇所ある終末処理場で浄化処理後、河川に放流する。
　下水道法事業計画区域は、平成30年3月に変更し平子地区、城山地区、東大道地
区、北山地区の141haを加え1082haとした。

＜主な事業地区＞
　桜ヶ丘・白鳳地区、本地ヶ原地区、向地区、北原山地区
＜整備の進め方＞
　汚水幹線管渠を先行し、下流地域から上流地域に向かって順次面的整備を進め
る。
＜整備予定面積＞
　平成29年度　24ha　
　平成30年度　19ha
　平成31年度　37ha

汚水管渠が整備され、終末処理場まで確
実に汚水・雑排水が送水されている。
（これを通じ快適で衛生的な生活環境の
実現、河川や海などの公共用水域の水質
保全に寄与する。）

指標名称

担当

単位 27年度実績 28年度実績 29年度当初 29年度実績

ア 国
イ 県
ウ 地方債
エ その他
オ 一般

220,500 235,150 192,760 188,432

329,800 368,100 507,300 301,800

118,870
1

63,961 36,939 63,743

財源内訳
千円

669,170

管渠整備面積（ha）

管渠整備延長（ｍ）

管渠整備率

事
業
目
的
と
概
要
（ 

　
年
度
分
）

対象

ha

m

％

28 27 24 24

8,780 9,237 7,800 8,176

86 89 92 92

667,211 737,000 553,975

総合
戦略

指
標
・
事
業
費

29
（対象をどのような状態にしたいのか）

04

快適な生活を支えるまちづくり

評価区分 通常評価

事業の位置づけ

事業の概要（目的、手段）

活動指標、成果指標、事業費の推移

活動
指標

成果
指標

事業費　計

【活動指標の状況】

平成29年度は桜ヶ丘町、南本地ヶ原町、向町等で管渠整備を行い、24haの下水道
供用開始を行った。これに伴い、管渠整備率は前年度より3％上昇し92％となり
順調に整備が進んでいる。

H29年度実績の評価

成
果
実
績
評
価 【成果向上余地】

【成果指標の状況】

順調

向上（最高状態維持含む）

余地が大きい

H29年度実施取組方針（H28年度本部結論）の実績評価
H29年度実施取組方針 本部方向性 見直し

◎施設の管理については、公共施設等総合管理計画に基づき、適切に行います。
●災害時の指定避難所である小中学校において、マンホールトイレの整備を進めます。
◎尾張旭市では、昭和40年代後半から昭和50年代にかけての人口急増期に、多くの都市基盤整備を行いました。
◎都市基盤整備については、それに次ぐ第2のまちづくりの段階を迎えているため、質と経済性に配慮しつつ、次世代に
禍根を残さないようなまちづくりを進めます。

実
施
取
組
方
針
実
績
評
価

H29年度実施取組方針の実績評価 実施状況 ○

平成29年度は白鳳小、本地原小にマンホールトイレを設置した。

公共下水道事業会計
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政策

施策

基本事業

事務事業
コード

取付管設置促進事業

都市整備部
下水道課

衛生的で快適な下水道の整備

03

汚水管の整備促進01

実施
計画34-0103

対象（誰、何に対して事業を行うのか） 手段（事務事業の内容、やり方、手順）

意図

取付管未設置の宅地（公共下水道汚水管
渠整備区域）

【都市計画マスタープラン掲載重点事業】
取付管：宅地から出る汚水を公共下水道に流すための下水道(汚水)本管と宅地と
を連結する管
取付管設置工事費負担金：取付管設置工事に伴い、申請者はその工事費を負担金
として支払う。（当市では受益者負担金に代わる制度として、この制度を採用）
取付管設置申請
①当該年度汚水管渠整備予定箇所：本管工事と同時に取付管設置工事を施工する
ため、個別・各戸に資料で内容等を説明し、申請を行ってもらう。（同時施工）
②汚水管渠整備済箇所(その１)：公共下水道供用開始後、３年以上経過した区域
内での未設置建物所有者に対し、設置申請を促す。（単独施工、承認工事）
③汚水管渠整備済箇所(その２)：建物の新築・建替え等の建築に伴う、事業者か
らの設置申請。（単独施工、承認工事）
負担金額
①同時施工の場合：年度の当初に平均的条件で下水道本管と同時に取付管設置工
事を施工した場合を積算し、そこから取付管１箇所あたりの平均単価を算出。（H
29年度97,800円/箇所）
②③単独施工の場合：申請位置の条件で積算し、取付管工事費に要する実費の負
担。承認工事の場合：取付管工事費に要する実費の負担

宅地から出る汚水を公共下水道に流され
ている。

指標名称

担当

単位 27年度実績 28年度実績 29年度当初 29年度実績

ア 国
イ 県
ウ 地方債
エ その他
オ 一般

39,808 54,700 35,046
4,474 4,900 3,997

財源内訳
千円

取付管設置宅地件数（建物のある宅地）

取付管設置宅地件数（建物のない宅地）

取付管設置率

事
業
目
的
と
概
要
（ 

　
年
度
分
）

416 470 411

56 300 11

88.1 100 89.4

44,282 59,600 39,043

総合
戦略

指
標
・
事
業
費

29
（対象をどのような状態にしたいのか）

04

快適な生活を支えるまちづくり

評価区分 通常評価

事業の位置づけ

事業の概要（目的、手段）

活動指標、成果指標、事業費の推移

活動
指標

成果
指標

事業費　計

【活動指標の状況】

取付管設置率は、昨年度実績と比較して1.3ポイント上昇しており、公共下水道
の整備を多くの市民が望んでいる結果であると考えられます。

H29年度実績の評価

成
果
実
績
評
価 【成果向上余地】

【成果指標の状況】

順調

維持・横ばい

余地が中程度

H29年度実施取組方針（H28年度本部結論）の実績評価
H29年度実施取組方針 本部方向性 新規

●企業会計への移行を円滑に実施します。
実
施
取
組
方
針
実
績
評
価

H29年度実施取組方針の実績評価 実施状況 ○

平成29年度より企業会計に問題なく移行した。

公共下水道事業会計
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政策

施策

基本事業

事務事業
コード

東部浄化センター維持管理事業

都市整備部
 浄化センター

衛生的で快適な下水道の整備

03

処理施設の整備と維持管理02

実施
計画34-0202

対象（誰、何に対して事業を行うのか） 手段（事務事業の内容、やり方、手順）

意図

　東部浄化センター、東部処理区域 維持管理委託業者の管理・監督が主な業務であり、具体的には次の業務を実施し
ている。
・日常の施設維持管理業務を管理業者に委託し、運転管理上必要な日常の水質検
査や汚泥成分等の分析管理を行っている。また、詳細な水質測定調査や汚泥成分
試験等を、定期的（４～２４回/年）に専門業者に委託し、適切な水処理管理を
行っている。
・維持管理業者が行う日常的な機械設備の運転状況の測定データ等を分析し、設
備の正常な運転管理を行っている。また、特殊な機械設備が多いため、定期的に
専門業者による点検や修繕を実施し、機械設備の適切な維持管理を図るととも
に、異常等の早期発見に努めている。

　東部浄化センターの施設が効率的に維
持管理され、重大な事故等が発生してい
ない。

指標名称

担当

単位 27年度実績 28年度実績 29年度当初 29年度実績

ア 国
イ 県
ウ 地方債
エ その他
オ 一般

196,221 207,012 206,857 192,632
財源内訳

千円

196,221

維持管理委託業者との打合せ回数

施設管理に伴う委託件数(水質管理に係る分析委託、機
械設備の保守点検委託及び施設維持に係る委託件数)

機械設備の重大な不具合発生件数

放流水の排水基準超過回数

事
業
目
的
と
概
要
（ 

　
年
度
分
）

件

件

件

件

243 244 246 244

33 33 33 33

0

0

1 0 0

0 0 0

207,012 206,857 192,632

総合
戦略

指
標
・
事
業
費

29
（対象をどのような状態にしたいのか）

04

快適な生活を支えるまちづくり

評価区分 通常評価

事業の位置づけ

事業の概要（目的、手段）

活動指標、成果指標、事業費の推移

活動
指標

成果
指標

事業費　計

【活動指標の状況】

機械設備の重大な不具合はなかった。また、放流水の排水基準を超過することも
なかった。

H29年度実績の評価

成
果
実
績
評
価 【成果向上余地】

【成果指標の状況】

非常に順調

向上（最高状態維持含む）

余地が小さい・なし

H29年度実施取組方針（H28年度本部結論）の実績評価
H29年度実施取組方針 本部方向性 見直し

◎施設の管理については、公共施設等総合管理計画に基づき、適切に行います。
実
施
取
組
方
針
実
績
評
価

H29年度実施取組方針の実績評価 実施状況 －

公共下水道事業会計
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政策

施策

基本事業

事務事業
コード

西部浄化センター維持管理事業

都市整備部
 浄化センター

衛生的で快適な下水道の整備

03

処理施設の整備と維持管理02

実施
計画34-0203

対象（誰、何に対して事業を行うのか） 手段（事務事業の内容、やり方、手順）

意図

　西部浄化センター、西部処理区域 維持管理委託業者の管理・監督が主な業務であり、具体的には次の業務を実施し
ている。
・日常の施設維持管理業務を管理業者に委託し、運転管理上必要な日常の水質検
査や汚泥成分等の分析管理を行っている。また、詳細な水質測定調査や汚泥成分
試験等を、定期的（４～２４回/年）に専門業者に委託し、適切な水処理管理を
行っている。
・維持管理業者が行う日常的な機械設備の運転状況の測定データ等を分析し、設
備の正常な運転管理を行っている。また、特殊な機械設備が多いため、定期的に
専門業者による点検や修繕を実施し、機械設備の適切な維持管理を図るととも
に、異常等の早期発見に努めている。

　西部浄化センターの施設が効率的に維
持管理され、重大な事故等が発生してい
ない。

指標名称

担当

単位 27年度実績 28年度実績 29年度当初 29年度実績

ア 国
イ 県
ウ 地方債
エ その他
オ 一般

174,664 172,866 183,976 179,820
財源内訳

千円

174,664

維持管理委託業者との打合せ回数

施設管理に伴う委託件数(水質管理に係る分析委託、機
械設備の保守点検委託及び施設維持に係る委託件数) 

機械設備の重大な不具合発生件数

放流水の排水基準超過件数

事
業
目
的
と
概
要
（ 

　
年
度
分
）

件

件

件

件

243 244 246 244

39 35 39 33

0

0

0 0 0

0 0 0

172,866 183,976 179,820

総合
戦略

指
標
・
事
業
費

29
（対象をどのような状態にしたいのか）

04

快適な生活を支えるまちづくり

評価区分 通常評価

事業の位置づけ

事業の概要（目的、手段）

活動指標、成果指標、事業費の推移

活動
指標

成果
指標

事業費　計

【活動指標の状況】

機械設備の重大な不具合はなかった。また、放流水の排水基準を超過することも
なかった。

H29年度実績の評価

成
果
実
績
評
価 【成果向上余地】

【成果指標の状況】

非常に順調

向上（最高状態維持含む）

余地が小さい・なし

H29年度実施取組方針（H28年度本部結論）の実績評価
H29年度実施取組方針 本部方向性 見直し

◎施設の管理については、公共施設等総合管理計画に基づき、適切に行います。
実
施
取
組
方
針
実
績
評
価

H29年度実施取組方針の実績評価 実施状況 －

公共下水道事業会計
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政策

施策

基本事業

事務事業
コード

西部浄化センター増設事業

都市整備部
下水道課

衛生的で快適な下水道の整備

03

処理施設の整備と維持管理02

実施
計画34-0205

対象（誰、何に対して事業を行うのか） 手段（事務事業の内容、やり方、手順）

意図

西部浄化センター、西部処理区域内に居
住する住民 　事業計画区域の拡張に伴い流入水量の増大が見込まれるため、処理能力が不足

しないよう第２系水処理設備及び脱水機の増設を下水道事業団に設計・工事委託
して実施する。
　水処理能力　　8,600 ｍ3/日　→　13,700 ｍ3/日
　汚泥処理能力　 0.36 t/時　　→　　0.72 t/時

【年度計画】　
・平成26～29年度　 基本・詳細設計
・平成27～30年度　【水処理設備工事】土木・建築・機械・電気
・平成30～31年度  【汚泥処理設備工事】機械・電気流入水量に応じた下水処理設備が整って

いる。

指標名称

担当

単位 27年度実績 28年度実績 29年度当初 29年度実績

ア 国
イ 県
ウ 地方債
エ その他
オ 一般

48,620 357,825 469,810 478,468

39,250 261,100 393,094 393,100

4,620 32,575 45,416 27,287

財源内訳
千円

92,490

新設設備の工事委託発注件数（又は設計委託発注件数）

水処理能力

汚泥処理能力

事
業
目
的
と
概
要
（ 

　
年
度
分
）

対象

件

ｍ3/日

ｔ/日

1 2 4 3

8,600

0.36

8,600 8,600 8,600

0.36 0.36 0.36

651,500 908,320 898,855

総合
戦略

指
標
・
事
業
費

29
（対象をどのような状態にしたいのか）

04

快適な生活を支えるまちづくり

評価区分 通常評価

事業の位置づけ

事業の概要（目的、手段）

活動指標、成果指標、事業費の推移

活動
指標

成果
指標

事業費　計

【活動指標の状況】

西部浄化センター第2系列増設工事は施工中のため成果指標数値に変化はないが
、工事は順調に進捗している。

H29年度実績の評価

成
果
実
績
評
価 【成果向上余地】

【成果指標の状況】

非常に順調

向上（最高状態維持含む）

余地が中程度

H29年度実施取組方針（H28年度本部結論）の実績評価
H29年度実施取組方針 本部方向性 見直し

●処理区域内の面整備の進捗に対応するための西部浄化センターの拡張工事を完了します。

◎尾張旭市では、昭和40年代後半から昭和50年代にかけての人口急増期に、多くの都市基盤整備を行いました。
◎都市基盤整備については、それに次ぐ第2のまちづくりの段階を迎えているため、質と経済性に配慮しつつ、次世代に
禍根を残さないようなまちづくりを進めます。

実
施
取
組
方
針
実
績
評
価

H29年度実施取組方針の実績評価 実施状況 ○

平成27年度から開始した西部浄化センター第2系列の土木・建設工事が平成29年度に完了した。平成29年度から水処理機
械・電気設備工事を開始している。

公共下水道事業会計



[1240]

政策

施策

基本事業

事務事業
コード

浄化センター長寿命化対策事業

都市整備部
下水道課

衛生的で快適な下水道の整備

03

処理施設の整備と維持管理02

実施
計画34-0206

対象（誰、何に対して事業を行うのか） 手段（事務事業の内容、やり方、手順）

意図

浄化センター 国の「下水道ストックマネジメント支援制度」を活用し、設備の健全度調査、ス
トックマネジメント計画策定及び設備の更新、一部取替修繕等を実施する。事業
は段階的に実施し、設備の劣化度により適宜計画の見直しを図る。
変更事業計画　平成24～26年度　他事業にて設備台帳を整備済
　　　　　　　平成30年度　　　対象設備調査、診断及びストックマネジメント
　　　　　　　　　　　　　　　計画策定
　　　　　　　平成31年度　　　対策工事実施設計（東部浄化センター）
　　　　　　　平成32、33年度　対策工事（東部浄化センター）

・西部浄化センター２系増設工事完了後、本工事に着手できるよう、維持管理に
努めながら準備を進める。　　

浄化センターの電気設備及び機械設備に
ついて、予防保全的な管理を行うことで
故障の未然防止を図り、その耐用年数が
延伸もしくは更新がされている。

指標名称

担当

単位 27年度実績 28年度実績 29年度当初 29年度実績

ア 国
イ 県
ウ 地方債
エ その他
オ 一般

財源内訳
千円

調査済の設備数

対策工事実施済設備数

事
業
目
的
と
概
要
（ 

　
年
度
分
）

設備

設備

0 0 0 0

0 0 0 0

総合
戦略

指
標
・
事
業
費

29
（対象をどのような状態にしたいのか）

04

快適な生活を支えるまちづくり

評価区分 通常評価

事業の位置づけ

事業の概要（目的、手段）

活動指標、成果指標、事業費の推移

活動
指標

成果
指標

事業費　計

【活動指標の状況】

長寿命化対策事業は平成30年度のストックマネジメント計画策定から開始される
ため、成果指標に変化はない。

H29年度実績の評価

成
果
実
績
評
価 【成果向上余地】

【成果指標の状況】

順調

維持・横ばい

余地が大きい

H29年度実施取組方針（H28年度本部結論）の実績評価
H29年度実施取組方針 本部方向性 維持

実
施
取
組
方
針
実
績
評
価

H29年度実施取組方針の実績評価 実施状況 －

公共下水道事業会計



[468]

政策

施策

基本事業

事務事業
コード

管渠施設維持管理事業

都市整備部
下水道課

衛生的で快適な下水道の整備

03

管渠施設の維持管理03

実施
計画34-0302

対象（誰、何に対して事業を行うのか） 手段（事務事業の内容、やり方、手順）

意図

公共下水道供用開始区域内の住民
公共下水道管渠施設

【都市計画マスタープラン掲載重点事業】　
・テレビカメラによる管渠内調査
・人孔の目視調査（人孔内及び流下状況確認）
・管渠施設の修繕（管渠内面補修等）
・管渠内清掃

下水道管渠の機能確保を図り、支障なく
下水道が使用できる
下水道管渠の耐用年数の向上を図る
下水道管渠の損傷等に起因する事故防止
を図る

指標名称

担当

単位 27年度実績 28年度実績 29年度当初 29年度実績

ア 国
イ 県
ウ 地方債
エ その他
オ 一般

46,159 44,955 36,030 27,157
財源内訳

千円

46,159

人孔の点検箇所数

補修した管渠の延長

油脂等による管渠閉塞件数

管渠施設の損傷等による事故件数

事
業
目
的
と
概
要
（ 

　
年
度
分
）

箇所

ｍ

回

回

1,271 1,225 1,000 1,207

536 335 400 383

0

0

0 0 1

0 0 0

44,955 36,030 27,157

総合
戦略

指
標
・
事
業
費

29
（対象をどのような状態にしたいのか）

04

快適な生活を支えるまちづくり

評価区分 通常評価

事業の位置づけ

事業の概要（目的、手段）

活動指標、成果指標、事業費の推移

活動
指標

成果
指標

事業費　計

【活動指標の状況】

毎年、目標値である1,000箇所以上のマンホール点検を実施することができてい
る。点検による不具合箇所を発見した場合は、迅速な処理を施すことにより適切
な維持管理ができている。

H29年度実績の評価

成
果
実
績
評
価 【成果向上余地】

【成果指標の状況】

順調

維持・横ばい

余地が大きい

H29年度実施取組方針（H28年度本部結論）の実績評価
H29年度実施取組方針 本部方向性 見直し

●緑町、長坂町において、引き続き管更生・補修工事を行います。
実
施
取
組
方
針
実
績
評
価

H29年度実施取組方針の実績評価 実施状況 △

平成29年度は緑・長坂地区の老朽管を383m補修した。損傷度が高く布設替工法が必要だった管渠の補修がほぼ終わり、
損傷度の低い管渠の部分補修に移行している。

公共下水道事業会計



[1294]

政策

施策

基本事業

事務事業
コード

台帳管理事業

都市整備部
下水道課

衛生的で快適な下水道の整備

03

管渠施設の維持管理03

実施
計画34-0303

対象（誰、何に対して事業を行うのか） 手段（事務事業の内容、やり方、手順）

意図

下水道工事完了箇所の施設データ
排水設備調書等のデータ

下水道工事完了箇所の施設データ（管、マンホール、取付管）、及び排水設備調
書等のデータを電子化し整理、保管する。

≪下水道台帳の閲覧≫
・事業者、市民は、紙の台帳図にて閲覧。
・市職員は、下水道課に設置してあるパソコン上で閲覧可能。 

下水道施設及び排水設備調書等のデータ
が一元的に管理され簡便に閲覧できる。

指標名称

担当

単位 27年度実績 28年度実績 29年度当初 29年度実績

ア 国
イ 県
ウ 地方債
エ その他
オ 一般

5,735 6,000 5,076
財源内訳

千円

電子データ化した管渠布設延長（=当該年度の供用開始
延長）

当年度ファイリング件数

電子データ化した管渠布設延長累計

ファイリング率

事
業
目
的
と
概
要
（ 

　
年
度
分
）

ｋｍ

件

ｋｍ

％

9.2 7.8 8.2

1,260 1,600 1,270

357.3 365.1 368.3

100 100 100

5,735 6,000 5,076

総合
戦略

指
標
・
事
業
費

29
（対象をどのような状態にしたいのか）

04

快適な生活を支えるまちづくり

評価区分 通常評価

事業の位置づけ

事業の概要（目的、手段）

活動指標、成果指標、事業費の推移

活動
指標

成果
指標

事業費　計

【活動指標の状況】

平成29年度の下水道工事完了箇所の施設データ、及び排水設備調書等のデータは
、全て電子化し整理、保管することができた。

H29年度実績の評価

成
果
実
績
評
価 【成果向上余地】

【成果指標の状況】

順調

維持・横ばい

余地が大きい

H29年度実施取組方針（H28年度本部結論）の実績評価
H29年度実施取組方針 本部方向性 新規

●企業会計への移行を円滑に実施します。
実
施
取
組
方
針
実
績
評
価

H29年度実施取組方針の実績評価 実施状況 ○

固定資産台帳等を整備し、企業会計へ移行した。

公共下水道事業会計



[1295]

政策

施策

基本事業

事務事業
コード

公共下水道切替促進事業

都市整備部
下水道課

衛生的で快適な下水道の整備

03

水洗化の普及促進04

実施
計画34-0408

対象（誰、何に対して事業を行うのか） 手段（事務事業の内容、やり方、手順）

意図

下水道供用開始区域の未水洗化世帯 

①汲み取り便所や浄化槽を廃止して下水道に切り替える改造工事資金を一時に負担すること
が困難な方に、市内金融機関に資金の融資あっせんを行い、利子分の補給を行う。
○融資額・汲み取り便所改造８０万円以内、浄化槽廃止工事５０万円以内
○無利子
○申込できる人・市税及び取付管工事費負担金完納者、融資の償還能力保有者、県内居住、
独立して生計を営み、弁済資力のある連帯保証人を有する人
○手順・市へ申請⇒市から金融機関へ融資対象者確認⇒金融機関から回答⇒申請者へ融資確
認報告⇒工事施工⇒市へ完了報告⇒申請者へ融資額決定通知⇒金融機関へ融資依頼 ※供用
開始３年以内に切替える場合に実施
②供用開始から３年以内に生活保護世帯が排水設備の改造を行う場合、
○全額補助（２４万円限度）
○市福祉課から対象世帯へ通知し、申請を受付し、補助金を交付する。
③下水道へ切替時に浄化槽を雨水貯留施設へ転用する改造費の一部を補助する。
○補助額１０万円を限度に経費の１/２を補助
○市へ申請⇒審査⇒交付決定⇒工事施工⇒市へ完了報告⇒申請者に補助金額の決定通知⇒市
へ請求書提出⇒補助金交付
④土地区画整理組合と市との間で締結した協定に基づき、新築時に接続ますの設置費用を負
担する。
○新築工事時に工事を施工する指定工事店と設置業務委託契約を締結し、委託料を支払う。

下水道へ接続する負担を軽減することで
下水道への切り替えが容易な状態であ
る。

指標名称

担当

単位 27年度実績 28年度実績 29年度当初 29年度実績

ア 国
イ 県
ウ 地方債
エ その他
オ 一般

113 350 208
207 200 128

財源内訳
千円

資金の融資あっせん額、生活保護世帯への改造費、雨水
貯留施設への改造費、接続ます設置費の合計額

利子補給額、生活保護世帯への改造費補助額、雨水貯留
施設への改造費補助額、接続ます設置委託料の合計額

新規融資及び補助、設置委託の申込件数
 

新規融資及び補助、設置委託件数
 

事
業
目
的
と
概
要
（ 

　
年
度
分
）

940 5,500 950

319 550 336

16 21 9

14 21 9

320 550 336

総合
戦略

指
標
・
事
業
費

29
（対象をどのような状態にしたいのか）

04

快適な生活を支えるまちづくり

評価区分 通常評価

事業の位置づけ

事業の概要（目的、手段）

活動指標、成果指標、事業費の推移

活動
指標

成果
指標

事業費　計

【活動指標の状況】

土地区画整理事業地内の接続ます設置件数が減少(14→5)したため、成果指標は
低下しているが、水洗便所改造資金融資件数と雨水貯留施設転用補助件数は増加
した。

H29年度実績の評価

成
果
実
績
評
価 【成果向上余地】

【成果指標の状況】

順調

維持・横ばい

余地が中程度

H29年度実施取組方針（H28年度本部結論）の実績評価
H29年度実施取組方針 本部方向性 新規

●企業会計への移行を円滑に実施します。
実
施
取
組
方
針
実
績
評
価

H29年度実施取組方針の実績評価 実施状況 ○

平成29年4月1日より企業会計に移行し、問題なく事業が進捗している。

公共下水道事業会計



[1296]

政策

施策

基本事業

事務事業
コード

下水道使用料徴収事業

都市整備部
下水道課

衛生的で快適な下水道の整備

03

（施策の総合推進）09

実施
計画34-0907

対象（誰、何に対して事業を行うのか） 手段（事務事業の内容、やり方、手順）

意図

・尾張旭市水道事業（上水道課）
・名古屋市上下水道局
（住所が当市で、名古屋市の下水道を使
用している者）
・下水道供用開始区域内の井水使用者

・上水道課より毎月の検針結果に基づく下水道使用料及びその算定基礎となる人数、
水量等の報告を受ける。
・報告を受けた使用料について上水道課に徴収を依頼し、併せて調定決議を行う。
・徴収委任事務委託料について上水道課からの請求に基づき支払事務を行う。（年２
回　１０月、３月）
・名古屋市下水道を使用している者の、当市の上水道の使用水量を調べる。
・名古屋市下水道を使用している者の、名古屋市の上水道の使用水量の報告を受け
る。
・上水道の使用水量を名古屋市の下水道使用料金の計算式に当てはめ、名古屋市の下
水道使用料金を計算する。
・名古屋市に下水道使用料金の報告をする。（毎月）
・名古屋市からの汚水処理委託事務の支払の請求に基づき、委託料の支払事務を行
う。（年度末）
・井戸水使用量を下水道使用料に反映させるため、井水メーター（量水器）を設置し
ている。
・井水メーター（量水器）は計量法施行令第１２条及び第１８条により、有効期限が
８年と定められているため、対象となる量水器(メーター)の定期交換をおこなう。

・期限までに委託料が支払われている。
・井水使用者等に対し下水道使用料徴収
が適正に行われている。

指標名称

担当

単位 27年度実績 28年度実績 29年度当初 29年度実績

ア 国
イ 県
ウ 地方債
エ その他
オ 一般

32,824 34,173 38,532 39,712
財源内訳

千円

32,824

年度別新規取付及び交換対象件数

尾張旭市、名古屋市へ接続している下水道使用料の徴収
件数

年度別取付及び交換実施件数

下水道使用料徴収件数/下水道使用料調定件数

事
業
目
的
と
概
要
（ 

　
年
度
分
）

件

件

件

％

6 2 6 0

98,510 101,714 101,530 105,316

6

99.9

2 6 0

99.8 100 99.6

34,173 38,532 39,712

総合
戦略

指
標
・
事
業
費

29
（対象をどのような状態にしたいのか）

04

快適な生活を支えるまちづくり

評価区分 通常評価

事業の位置づけ

事業の概要（目的、手段）

活動指標、成果指標、事業費の推移

活動
指標

成果
指標

事業費　計

【活動指標の状況】

量水器の有効期限が到来したものを交換していますが、平成29年度は既設の対象
設備がなく、新規の井水利用者もなかったため、実績が0件となっています。
使用料の徴収件数と調定件数の割合はほぼ100％を維持できています。

H29年度実績の評価

成
果
実
績
評
価 【成果向上余地】

【成果指標の状況】

遅延あり

維持・横ばい

なし

H29年度実施取組方針（H28年度本部結論）の実績評価
H29年度実施取組方針 本部方向性 新規

●企業会計への移行を円滑に実施します。
実
施
取
組
方
針
実
績
評
価

H29年度実施取組方針の実績評価 実施状況 ○

平成29年4月1日より企業会計に移行し、使用料徴収事務について問題なく実施されている。

公共下水道事業会計



[918]

政策

施策

基本事業

事務事業
コード

公共下水道事業会計繰出金

都市整備部
下水道課

衛生的で快適な下水道の整備

03

（施策の総合推進）09

実施
計画97-0105

対象（誰、何に対して事業を行うのか） 手段（事務事業の内容、やり方、手順）

意図

公共下水道事業会計

公共下水道事業会計における建設事業費、公債費の額を元に
一般会計から公共下水道事業会計へ年2回繰出金を支出する。
　(実績額)
　平成１６年度　1,080,000,000円　　平成２８年度　　675,508,281円
　平成１７年度　1,130,000,000円　　平成２９年度　　718,767,000円
　平成１８年度　1,150,000,000円
　平成１９年度　　960,000,000円
　平成２０年度　1,030,000,000円
　平成２１年度　  920,000,000円
　平成２２年度　  880,000,000円
　平成２３年度　  810,815,000円
　平成２４年度　　810,000,000円
　平成２５年度　　730,000,000円
　平成２６年度　　675,491,554円
　平成２７年度　　677,711,432円  

公共下水道事業を円滑に推進するため公
共下水道事業会計に繰出金が支出されて
いる。

指標名称

担当

単位 27年度実績 28年度実績 29年度当初 29年度実績

ア 国
イ 県
ウ 地方債
エ その他
オ 一般 677,712 675,508 734,020 718,767

財源内訳
千円

677,712

繰出金額

繰出金の割合

事
業
目
的
と
概
要
（ 

　
年
度
分
）

千円

％

677,712 675,508 830,000 718,767

46.3 31.1 30.6 29.8

675,508 734,020 718,767

総合
戦略

指
標
・
事
業
費

29
（対象をどのような状態にしたいのか）

04

快適な生活を支えるまちづくり

評価区分 通常評価

事業の位置づけ

事業の概要（目的、手段）

活動指標、成果指標、事業費の推移

活動
指標

成果
指標

事業費　計

【活動指標の状況】

(状況)建設改良費に償還利子を加えた事業費に占める繰出金の割合は、昨年度と
比較し1.3ポイント向上しており、割合は低下傾向にある。
(原因）西部浄化センター増設工事等により建設改良費が増加する中、繰出金を
抑制できているため割合が低下している。

H29年度実績の評価

成
果
実
績
評
価 【成果向上余地】

【成果指標の状況】

順調

維持・横ばい

余地が小さい・なし

H29年度実施取組方針（H28年度本部結論）の実績評価
H29年度実施取組方針 本部方向性 見直し

●一般会計繰出の方針に基づき、繰出金を支出します。
実
施
取
組
方
針
実
績
評
価

H29年度実施取組方針の実績評価 実施状況 ○

一般会計繰出の方針に基づき、繰出金を負担金、補助金、出資金に分け支出した。

一般会計
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政策

施策

基本事業

事務事業
コード

下水道課庶務事務

都市整備部
下水道課

衛生的で快適な下水道の整備

03

（施策の総合推進）09

実施
計画99-0504

対象（誰、何に対して事業を行うのか） 手段（事務事業の内容、やり方、手順）

意図

課の庶務事務、課員

①文書の収受（約1200件,5分=100時間）　②文書の発送（1000件,5分=83時間）
③軽易な庁内文書の処理（回覧・閲覧→綴込：約3500件,3分=175時間）
④行政評価の管理（50時間）⑤時間外勤務・出張命令の整理（12回、5時間）
⑥年次休暇･出勤簿などの整理（作成→整理→提出：15人分、5時間）
⑦課内の備品･消耗品の調達・管理（12回、10時間）
⑧財務会計事務（帳票作成→決裁→綴込：100件、25分≒420時間）
⑨予算、決算に関する事務（600時間）　⑩臨時職員に関する事務（12回、12時
間）
⑪職員互助会に関する事務（回覧→回答→綴込：約25件、10分≒4時間）
⑫下水道関係書類印刷・製本（65時間）
⑬単独公用車の管理（12回、6時間）　⑭郵便物の発送（1日10分=40時間）
⑮会議・研修会参加事務（回覧→決裁→回答→綴込：約25件、20分≒9時間）
⑯各種賠償保険に関する事務（5件、30分≒3時間）
⑰各種入札・契約事務（決裁→入札依頼→契約→台帳整理、65件、5時間=325時
間）
⑱下水道関連負担金に関する事務（5時間）　⑲消費税に関する事務（80時間）
⑳起債償還事務（約10件、30分≒5時間）

・下水道課の庶務的な事務が正確かつ円
滑に進んでいる。
・庶務事務の適切なフォローにより、課
員の進める様々な事務事業が円滑に進ん
でいる。

指標名称

担当

単位 27年度実績 28年度実績 29年度当初 29年度実績

ア 国
イ 県
ウ 地方債
エ その他
オ 一般

9,808 67,509 87,233 95,907
643,361 638,765 619,654

財源内訳
千円

9,808

庶務事務所要時間

庶務事務における重大な手続きミス・不具合件数

庶務事務における事務改善件数

事
業
目
的
と
概
要
（ 

　
年
度
分
）

時間

件

件

1,935 2,300 1,900 2,530

0

1

0 0 0

1 1 1

710,870 725,998 715,561

総合
戦略

指
標
・
事
業
費

29
（対象をどのような状態にしたいのか）

04

快適な生活を支えるまちづくり

評価区分 通常評価

事業の位置づけ

事業の概要（目的、手段）

活動指標、成果指標、事業費の推移

活動
指標

成果
指標

事業費　計

【活動指標の状況】

企業会計へ移行し、会計処理等の事務処理に大幅な変更があったが、庶務事務に
おける重大な手続きミスや不具合はなかった。

H29年度実績の評価

成
果
実
績
評
価 【成果向上余地】

【成果指標の状況】

順調

向上（最高状態維持含む）

余地が小さい・なし

H29年度実施取組方針（H28年度本部結論）の実績評価
H29年度実施取組方針 本部方向性 見直し

●下水道事業の進捗の中で、し尿・浄化槽汚泥の効率的処理を推進するため、浄化センターへの汚泥投入試験結果を踏
まえた今後の在り方を検討します。

実
施
取
組
方
針
実
績
評
価

H29年度実施取組方針の実績評価 実施状況 ○

浄化センターへの汚泥投入試験は平成28年度よりも多い1回20m3の投入量で試験を実施し、概ね汚泥投入による影響はな
い結果となった。

公共下水道事業会計


